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学
校
だ
よ
り

令
和
七
年
五
月
三
十
日

教育目標 「自ら きたえる」

意欲をもって学び続ける力・自分を豊かに表現する力・良好な人間関係を築く力

し
お
な
り
第３６８号

５/２４ 力を合わせて最高の運動会

日
本
な
ら
で
は
の
運
動
会

校
長

川
又

健
司

毎
年
五
月
は
、
運
動
会
の
月
で
す
。
今

影
響
を
受
け
た
ア
ジ
ア
の
一
部
の
国
を
除

年
も
連
休
が
終
わ
る
と
、
学
校
全
体
が
一

き
、
ほ
と
ん
ど
の
国
に
は
運
動
会
が
あ
り

気
に
運
動
会
モ
ー
ド
に
入
り
ま
し
た
。

ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

応
援
団
を
中
心
と
し
た
応
援
練
習
、
係

い
っ
た
、
記
録
会
的
な
催
し
は
あ
る
よ
う

ご
と
の
準
備
。
昨
年
度
ま
で
保
護
者
ボ
ラ

で
す
が
、
日
本
の
運
動
会
の
よ
う
な
も
の

ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
て
い
た
、
ス
ロ
ー

は
無
い
よ
う
で
す
。

ガ
ン
の
横
断
幕
も
、
今
年
は
子
供
た
ち
の

そ
の
一
番
の
特
徴
は
、

係
分
担
の
一
つ
と
し
て
、
五
・
六
年
生
が

チ
ー
ム
を
作
っ
て
互
い
に
応
援
し
た

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

り
協
力
し
た
り
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
全
体

ま
た
、
振
り
分
け
ら
れ
た
仕
事
だ
け
で

で
勝
ち
負
け
を
競
い
合
う
と
こ
ろ

な
く
、
自
主
的
な
応
援
団
の
練
習
、
高
学

で
す
。
そ
ん
な
運
動
会
は
、
日
本
独
特
の

年
の
リ
レ
ー
練
習
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し

学
校
行
事
と
言
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
数

た
。
特
に
六
年
生
は
、
「
自
分
た
ち
に
と

あ
る
学
校
行
事
の
中
で
も
、
無
く
す
こ
と

っ
て
小
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
を
大
切

の
で
き
な
い
大
切
な
行
事
の
一
つ
と
考
え

な
思
い
出
に
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

て
い
ま
す
。

伝
わ
っ
て
く
る
取
り
組
み
方
で
し
た
。

全
校
朝
会
で
は
、
「
日
本
な
ら
で
は
の

と
こ
ろ
で
、
五
月
一
日
に
あ
っ
た
全
校

学
校
行
事
で
あ
る
、
チ
ー
ム
で
競
い
合
う

朝
会
で
、
私
は
外
国
の
小
学
校
の
話
を
し

運
動
会
を
、
今
年
も
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

ま
し
た
。
今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
に
、
研

し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。

修
で
視
察
し
て
回
っ
た
ド
イ
ツ
の
小
学
校

さ
て
、
す
で
に
終
わ
っ
た
運
動
会
の
、

の
話
で
す
。
こ
れ
も
実
は
、
運
動
会
と
無

実
際
の
頑
張
り
具
合
は
、
裏
面
の
特
集
に

関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
上
学
年
は
チ
ー

ド
イ
ツ
の
小
学
校
は
午
前
で
終
わ
り
、

ム
を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
下
学

給
食
も
な
い
こ
と
。
午
後
は
お
の
お
の
、

年
も
「
次
は
自
分
も
あ
の
姿
に
」
と
頑
張

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
体
を
動

る
姿
は
、
と
て
も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

か
す
こ
と
。
そ
ん
な
日
本
の
学
校
と
の
違

運
動
会
の
も
つ
教
育
的
な
価
値
が
、
お

い
を
い
ろ
い
ろ
話
し
た
後
、
「
ド
イ
ツ
の

出
で
い
た
だ
い
た
保
護
者
・
地
域
の
皆
様

小
学
校
に
は
運
動
会
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と

に
も
十
分
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

経
験
を
通
し
て
子
供
た
ち
は
、
少
し
ず

実
は
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

つ
、
し
か
し
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   体育主任  和田 宗一郎 

今年度も天候に恵まれ、無事に運動会を実施することができました。応援では、応援団を中心に、運動会当

日まで一生懸命に練習し、当日は熱い応援合戦になりました。競技も子供たちは、一つ一つの種目に全力で取

り組みました。結果は、競技の部の優勝が赤組、応援賞は白組でした。どちらの組も精一杯頑張ることができ

た運動会でした。また、５・６年生は、運動会までにたくさんの仕事を分担し、準備してきました。当日も、

見えないところで仕事をし、運動会成功のために活躍してくれました。関屋小の子供たちのすばらしい姿がた

くさん見られた運動会でした。保護者・地域の綱引きや、中学年種目の借り人競争など、保護者・地域の皆様

にも御参加いただきました。前日や当日までの御協力、そして温かい御声援をありがとうございました。 

 

 白組応援団長  Ｗ・Ｍ 

初めての応援練習。大きな声がでない、振り付けが分からないな

ど、この応援で赤組に勝てるのかと不安になりました。ですが、応

援団で「手をしっかり伸ばすと、かっこいい応援ができるというこ

とを伝えよう」など、意見を出し合い練習に臨みました。運動会で

は、白組で力を合わせ、一生懸命大きな声と大きな振り付け、きび

きびとした行動で応援しました。応援杯を勝ち取ることができ、白

組のみんなに感謝の気持ちでいっぱいです。 

運動会特集 ５月２４日



 

 

 

 

 

 

 

 

赤組応援団長  Ｆ・Ｈ 

赤組応援団長になった僕は、団長は意外と簡単にできることなの

かもと思っていました。ですが、運動会が近付くにつれて、大変にな

ってきました。応援練習の内容を考えることや、全体に指示を出すこ

とがとても難しかったからです。そんな頼りない僕を支えてくれた

のが、赤組応援団の皆さんでした。運動会当日は、絶対に優勝旗や応

援杯を白組には渡さないという思いで、応援も競技も全力で最後ま

でやり遂げることができました。 
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